
01 特集1
 東京ガスの将来性を裏付ける4つの鍵
06 財務ハイライト

07 事業セグメント別概況

08 株主・投資家の皆さまへ
13  特集2
 2009～2013年度グループ中期経営計画
 

天然ガスは、その環境優位性・供給安定性から幅広い用途で利用が進んでいます。天然ガスが我が国の一

次エネルギー消費に占める比率は欧米に比して未だ低いことから、今後も他エネルギーと比較して相対的な

成長ポテンシャルが大きいと期待されています。

　都市ガス原料の液化天然ガス（LNG）を輸入に頼らざるを得ない日本では、LNG基地を基点とした供給

区域ごとに導管網が形成され、都市ガスの製造・供給・販売が行われています。主に人口が集中する大都

市圏を中心に導管網が整備され、遠隔地向けにはタンクローリー等による輸送・供給が行われています。
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原油価格、為替の変動はLNG価格に大きく影響するため、これらの変動はガス事業者の原料費にも大きな影

響を与えることになります。こうした外生的要因（原料費の変動）を速やかにガス料金1に反映させることにより、

料金の透明性を向上させ、事業者の経営効率化努力を明確化させることを目的に、原料費調整制度が導入され

ています。

　この制度により、原料調達コストの変動がガス事業者の収益に与える影響は中長期的にはニュートラルに

なっています2。

このとびらの内側では、ガス料金制度と当社の事業モデルの特徴を解説しています。

東京ガスの原料価格の変動と家庭のガス料金変動イメージ

Topics : 原料費調整制度の概要

日本の都市ガス事業の特徴

1　 一般的にガス料金は、基本料金＋従量料金（単位料金×ガス使用量）で構成されており、原料費調整制度は、単位料金部分に原料費の変動による調整額を
反映させます。

2 　 原料費の支払いと、その原料費がガス料金に反映されるまでにはタイムラグがあるため、原油価格・為替レートの変動の動向によっては、単年度では原料費の
回収不足・過回収が発生することがあります。
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